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　広報いが市４月 15 日号と同時に配布しました「平成 22 年度改訂　資源・ごみ分別
ガイドブック」は伊賀北部版は７月から、伊賀南部版は４月からの運用となります。
※伊賀北部版の主な変更点：容器包装プラスチックの分別方法が増えます。

各種補助事業の紹介

７月からの分別方法

○お菓子や飴などの外袋および内袋　○野菜などが入っている袋　　　　○商品包装用の袋またはフィルム
○ペットボトルのキャップ、ラベル　○シャンプー、洗剤などのボトル　○乳酸菌飲料の容器
○薬（錠剤、カプセル）の包装　　　○食品用トレイ

容器包装プラスチックとは ･･･

　プラマークがあっても、洗えないチューブ類や油などが付着している袋類は「可燃ごみ」に出し
てください。次のものは（洗って）付着物がなければ「容器包装プラスチック（資源）」になります
ので、透明または白色半透明のごみ袋に入れて出してください。

《注意》レジ袋などに入れ、さらに大きな袋に入れる「二重袋出し」はしないでください。
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■
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
20
歳
以
上
の
健
康
な
人

②
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人

③
秘
密
を
保
持
で
き
る
人

④
税
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に
直
接
関
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な
い
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収
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２
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し
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○問い合わせ　清掃事業課　☎２０－１０５０　ＦＡＸ２０－２５７５

　家庭から出る生ごみの減量化と堆
肥としての資源化を図るため、生ご
み処理容器の購入を推奨しています。
※購入後３カ月以内に申請してください。
■対象者
①市内に住所を有する方（世帯主で
　あり市税を完納している方）
②自らが所有または賃借などにより管理
　する家屋、土地に自費で設置される方
■補助対象
　（購入額の３分の１を補助）
①電動式処理容器（上限 20,000 円）
　１世帯につき１基まで（交付日か
　ら再申請まで６年）
②非電動処理容器（上限 3,000 円）
　１世帯につき２基まで（交付日か
　ら再申請まで３年）

生ごみ処理容器購入費補助金制度 
　環境学習の一環として再生利用可
能な廃棄物の集団回収を計画・実施
し、環境問題に関する意識向上を図
るため実績をあげた登録団体に対し
奨励金を交付しています。
■対象団体
①児童福祉法による学校教育関係団
　体
②障害者基本法による団体
■補助対象
　（種類別の回収量１kg につき３円
を支給）
①新聞紙、雑誌などの古紙類
②古着、ボロ布などの古布類

資源再利用物回収奨励金制度
　地域の環境整備および収集の効率
化を図るため、集積場の新設または
改修を行う場合、事業費の一部を補
助しています。
※手続き・様式などを変更しました。
■対象事業
①区または自治会が行うごみ集積場
　の新設
②区または自治会が管理しているご
　み集積場の改修
■補助対象
　（事業費の２分の１を補助）
①新設（上限 200,000 円）
②改修（上限 85,000 円）

集積場整備事業補助金制度
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　子ども手当は次代の社会を担う子どもの健やかな育ち
を支援するため、子どもを監護（子どもを金銭面・精神
面から監督、保護すること）する方に、子ども１人あた
り月額 13,000 円を支給する制度です。
　子ども手当の受給にあたっては、平成 22 年３月まで
支給していた児童手当受給の状態により手続きが異なり
ますので、次のとおり必要な手続きを行ってください。

【問い合わせ】　こども家庭課　☎２２－９６５４　ＦＡＸ  ２２－９６４６

児童手当 子ども手当
支給時期 平成 22 年３月分まで 平成 22 年４月分から

支給対象 小学校修了
（12 歳学齢）まで

中学校修了
（15 歳学齢）まで

支給月額 5,000 円・10,000 円 13,000 円
所得制限 あ　り な　し
支給月 毎年２月・６月・10 月

▼ 児童手当と子ども手当の違い

▼ 手続きまでの流れ

子どもの年齢などにより必要な手続きを行ってください
【手続きに必要なもの】　○郵送する案内通知
　　　　　　　　　　　○印鑑（認印可）
　　　　　　　　　　　○請求者の健康保険証（国民年金加入の人は不要です）
　　　　　　　　　　　○請求者名義の通帳（新規認定請求の人のみ）
　　　　　　　　　　　○外国籍の人は請求者と子どもの外国人登録証

４月から
　子ども手当制度がスタートしました子ども手当子ども手当

○平成 22 年４月から中学２年、３年生となった子ど
　もを監護している人
○所得制限限度額超過のため児童
　手当を受給していなかった人
○平成 22 年４月１日以降に出生
　した子どもを監護している人

《必要な手続き》
・平成 22 年３月まで児童手当を受給していなかった人
⇒「子ども手当新規認定請求」を行ってください。
・平成 22 年３月まで児童手当を受給していた人
⇒「子ども手当額改定認定請求」を行ってください。

▼ 手続きが必要となる方
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jinken-danjo@
city.iga.lg.jp
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子ども手当の支給対象となる世帯に案内をお送りします
※実際に子どもを監護・養育する人（原則として両親のいずれか）が認定請求を行って
　ください。
※案内通知は、公務員の人にもお送りしますが、子ども手当の認定請求手続きは、児童
　手当と同様にそれぞれの勤務先で行ってください。

■寄附制度について
　受け取った子ども手当を寄附することができます。寄
附いただいた手当は、市の子育て支援施策の一部に充て
させていただきます。詳しくはこども家庭課までお問い
合わせください。


